
舎
も
　
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
予
定

11

で
す
。

耐
震
化
は
大
幅
前
倒
し
で

　
ま
た
、
震
災
を
機
に
学
校
耐
震
化

計
画
を
見
直
し
、
大
幅
に
前
倒
し
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
中
央
小
学
校
新
館
や

宮
崎
小
学
校
校
舎
・
体
育
館
な
ど
、

　
棟
の
耐
震
補
強
工
事
の
設
計
を
進

10め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
毎
年
　
棟
ず
つ
設
計

10

を
行
い
、　
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
、

25

耐
震
化
が
必
要
な
施
設
の
補
強
工
事

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
年
度
ま
で
に
は
、
全
て
の
小
中

27
学
校
の
校
舎
と
体
育
館
の
耐
震
化
を

完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
教
育
総
務
課

順
次
耐
震
診
断
を
実
施

　
学
校
の
校
舎
や
体
育
館
な
ど

の
施
設
は
、
災
害
時
の
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
住
民
の
避
難
所
と
し
て
も

　
小
中
学
校
の
校
舎
や
体
育
館
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
の

場
だ
け
で
な
く
、
災
害
発
生
時
に
は
、
避
難
所
と
し
て
使

用
す
る
施
設
で
す
。
市
で
は
、
昭
和
　
年
以
前
に
建
て
た

56

古
い
耐
震
基
準
の
学
校
施
設
を
対
象
に
順
次
、
耐
震
診
断

を
行
い
、
耐
震
化
が
必
要
な
建
物
の
改
修
工
事
を
進
め
、

今
年
度
は
南
部
小
学
校
体
育
館
が
　
月
　
日
に
完
了
し
、

10

25

岩
木
小
学
校
校
舎
が
　
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

11

ま
た
、
昨
年
の
震
災
を
受
け
て
耐
震
化
計
画
を
見
直
し
、

大
幅
に
前
倒
し
し
て
平
成
　
年
度
ま
で
に
全
て
の
耐
震
化

27

の
完
了
を
目
指
し
、
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
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南部小学校体育館南部小学校体育館はは１０月２５日に工事が完１０月２５日に工事が完了了

　
市
で
は
、
平
成
　
年
に
関
宿
町
と

15

合
併
し
た
際
に
新
市
建
設
計
画
を
作

使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
近
年
各
地
で
発

生
し
て
い
る
震
災
を
契
機
に
、
古
い

耐
震
基
準
に
基
づ
い
て
昭
和
　
年
以

56

前
に
建
て
た
学
校
施
設
を
対
象
に
、

順
次
耐
震
診
断
を
行
い
、
耐
震
化
が

必
要
な
施
設
の
改
修
工
事
を
毎
年
１
、

２
棟
ず
つ
、
計
画
的
に
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、
震
災
と
そ
の
後
の
余

震
で
損
傷
し
た
中
央
小
学
校
体
育
館

の
屋
根
の
架
け
替
え
を
含
む
大
規
模

復
旧
工
事
や
耐
震
補
強
工
事
な
ど
を

４
月
末
に
完
了
し
た
ほ
か
、
南
部
小

学
校
の
体
育
館
と
、
岩
木
小
学
校
の

校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
南
部
小
学
校
体
育
館
は
　
月
　
日

10

25

に
工
事
を
完
了
し
、
岩
木
小
学
校
校

南
部
小
学
校
体
育

南
部
小
学
校
体
育
館館
のの

耐
震
補
強
工

　
　
　
　
　
　
 耐
震
補
強
工
事事
がが
完
了
完
了

～
岩
木
小
学
校
も

月
末
ま
で
に
完
了
し
、
平
成

年
度
ま
で
に
市
内
全
小
中
学
校
を
耐
震
化

　
～
岩
木
小
学
校
も
　
月
末
ま
で
に
完
了
し
、
平
成
　
年
度
ま
で
に
市
内
全
小
中
学
校
を
耐
震
化
～～

１１１１

２７２７

成
し
、
こ
の
中
で
、「
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標

に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
の
東
日
本

大
震
災
を
踏
ま
え
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
や
、

地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
、災
害
時
協
力
井
戸
、

緊
急
時
に
拡
声
器
で
一
斉

に
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

同
報
系
防
災
無
線
の
整
備

な
ど
、
新
た
な
対
応
策
も

進
め
て
い
ま
す
。

耐震補強工事の進む岩木小学校校舎



許

い
」を
全
国
統
一
防
火
標
語
に
、秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

が
４
件
で
し
た
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
火
災
を

未
然
に
防
ぐ
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

日
常
生
活
で
防
火
を
意
識
し
、
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
次
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。
①
寝
た
ば
こ
は
や
め

る
②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
し
て
使
う
③
ガ
ス
こ
ん
ろ
を

離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
④
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
⑤
寝

具
・
衣
類
は
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

⑥
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

⑦
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

警
報
器
で
逃
げ
遅
れ
防
止
を

　
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
全
国
の

死
者
数
の
約
６
割
は
、「
逃
げ
遅
れ
」が

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
煙
や
熱
を
感
知
し
て
、
警
報
音
や

音
声
で
火
災
を
知
ら
せ
る
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」を
設
置
す
る
こ
と
で
、

初
期
段
階
で
火
災
の
発
生
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
早
急
な
消
火
活
動
や
避

難
に
つ
な
が
り
、
犠
牲
者
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
消
防
法

の
改
正
で
、
新
築
住
宅
は
平
成
　
年
18

か
ら
、
野
田
市
の
既
存
住
宅
は
　
年
20

６
月
か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
内
の
普
及
率
は
、
本
年

６
月
時
点
の
推
計
で
約
７
割
と
な
っ

て
お
り
、
い
ま
だ
３
割
の
世
帯
で
設

置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
だ
設
置
し

て
い
な
い
世
帯
は
、
早
急
に
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

火
災
予
防
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

　
さ
ら
に
、消
防
本
部
で
は
、　
月
　

11

10

日
土
　
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
、

13

30

15

30

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ノ
ア
店（
中

根
　
 
１
）で
、消
防
グ
ッ
ズ
の
配
布

36
や
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
、
市
内

－

小
学
生
に
よ
る
防
火
を
テ
ー
マ
に
し

た
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
を
　
月
11

７
日
水
か
ら
　
日
月
ま
で
の
８
時
　

12

30

分
か
ら
　
時
ま
で
、
市
役
所
１
階
ふ

20

れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
火
災
予
防
運
動
初
日
の
９

日
金
７
時
に
は
、
消
防
署
の
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と
間

違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
予
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
４

－

　
　
月
９
日
か
ら
　
日
ま
で
、「
消
す

11

15

ま
で
は
　出
な
い
行
か
な
い
　離
れ
な

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

  万
一
の
火
災
に
備
え
て

　
　
 　
  　
万
全
の
防
火
対
策
を

■火災警報器の設置箇所と設置例
設置箇所：寝室（就寝に利用する部屋）、階段（寝室のある階の踊り場）
※下図の設置例では２階のみの設置ですが、１階の居室を就寝に利用して
いる場合も、警報器の設置が必要となります

住宅用火災警報器の設置

千
葉
県
が
揮
発
性

有
機
化
合
物
の

　
　
　
発
生
源
調
査
の
事
　

　
前 
説
明
会

　
南
部
工
業
団
地
周
辺
で
、
悪
臭

の
苦
情
や
化
学
物
質
過
敏
症
の
健

康
被
害
の
訴
え
な
ど
が
あ
る
こ
と

を
受
け
、
千
葉
県
で
は
、
揮
発
性

有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
な
ど
の

発
生
源
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
調
査
内
容
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】　
月
　
日
月
　
時

11

19

15

　
分
～
　
時

30

17

【
会
場
】
市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
問
合
せ
】
千
葉
県
廃
棄
物
指
導

課
☎
　（
　
）２
６
５
５

043
223

　
野
田
市
の

平
成
　
年
中

23

の
火
災
発
生

件
数
は
　
件
70

で
、
原
因
の

上
位
は
、
放

火
が
　
件
、

20

た
ば
こ
に
よ

る
も
の
が
９

件
、
火
遊
び

に
よ
る
も
の



距

　
予
防
接
種
は
、
子
ど
も
の
健
康
を

守
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、厚
生
労
働
省
で
４
種
混
合

不
活
化
ポ

リ
オ
含
む

 

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

　
　
　
定
期
接
種
に
追
加

ワ
ク
チ
ン
が
薬
事
承
認
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、　
月
か
ら
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

11

日
せ
き
・
破
傷
風
・
ポ
リ
オ
の
免
疫

医
療
機
関

青
木
胃
腸
科
外
科

青
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

あ
ら
い
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

あ
ら
山
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

石
井
医
院

梅
郷
痛
み
と
内
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

遠
藤
産
婦
人
科
医
院

大
槻
医
院

岡
田
小
児
科
医
院

小
澤
医
院

門
倉
医
院

金
本
医
院

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院

江
医
院

小
林
医
院

小
張
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
張
総
合
病
院

桜
台
診
療
所

杉
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク

ス
ズ
キ
皮
フ
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

須
藤
整
形
外
科

関
根
医
院

関
宿
中
央
医
院

瀬
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク

丹
保
医
院

た
ん
ぽ
ぽ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

豊
泉
医
院

中
島
医
院

野
田
南
部
診
療
所

野
田
病
院

は
た
の
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

花
井
ク
リ
ニ
ッ
ク

皮
膚
科
東
武
川
間

む
ら
た
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
縣
医
院

山
崎
外
科
内
科

所
 在
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２
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光
台
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０
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１
２
７
・
１
８
２
１

☎
７
１
９
８
・
５
１
０
８

☎
７
１
３
８
・
２
３
３
２

☎
７
１
２
９
・
３
５
５
７

☎
７
１
２
６
・
８
１
１
８

☎
７
１
２
９
・
３
８
１
３

☎
７
１
２
５
・
８
３
０
８

☎
７
１
２
１
・
０
１
７
１

☎
７
１
２
７
・
３
２
０
０

☎
７
１
２
３
・
７
１
２
１

☎
７
１
２
３
・
３
９
０
０

☎
７
１
２
７
・
４
１
１
２

☎
７
１
２
７
・
８
８
０
０

☎
７
１
２
５
・
３
７
４
１

☎
７
１
２
２
・
２
３
５
９

■４種混合予防接種実施医療機関

を
つ
け
る
た
め
の
、
４
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・

破
傷
風
・
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
）

の
定
期
予
防
接
種
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
対
象
者
は
、
生
後
３
か
月
か
ら
７

歳
６
か
月
未
満
で
、
原
則
と
し
て
ポ

リ
オ
（
生
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
）、
３
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
の
予
防

接
種
を
全
く
受
け
て
い
な
い
方
で
す
。

　
接
種
間
隔
と
回
数
は
、　
日
か
ら

20

　
日
ま
で
の
間
隔
を
空
け
て
３
回
接

56種
し
、
そ
の
後
、
１
年
か
ら
１
年
６

か
月
の
間
隔
を
空
け
た
追
加
接
種
の

１
回
で
、
合
計
４
回
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、接
種
途
中（
す
で
に
３
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
、ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
１

回
以
上
接
種
済
み
）の
方
は
、原
則
と

し
て
同
じ
ワ
ク
チ
ン
を
最
後
ま
で
使

用
し
ま
す
。

　
ま
た
、単
独
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
の
追
加
接
種
（
4
回
目
）
は
現
在
国

で
検
査
段
階
の
た
め
、定
期
予
防
接
種

対
象
外
で
す
。
過
去
の
接
種
歴
に
よ

っ
て
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳
を
確
認

の
上
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
予
診
票
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

実
施
医
療
機
関
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
４
回
、
生

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
完
了

し
て
い
る
方
は
、
再
度
４
種
混
合
ワ

　
　
月
か
ら
、市
で
は
、従
来
の
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン（
ジ

11
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）に
不
活
化
ポ
リ
オ
を
加

え
た
４
種
混
合
予
防
接
種
を
開
始
し
ま
し
た
。市
内
実
施

医
療
機
関
で
１
年
を
通
じ
て
接
種
で
き
ま
す
の
で
、感
染

症
の
ま
ん
延
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、早
め
の

接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
旬
に
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
子
ど
も
が
　
月
１
日
以

12

降
に
入
院
す
る
な
ど
で
、　
月
末

11

ま
で
に
受
給
券
を
必
要
と
す
る
方

に
は
、
事
前
に
受
給
券
を
交
付

（
郵
送
）
し
ま
す
の
で
、
児
童
家

庭
課
、
関
宿
支
所
、
各
出
張
所
の

窓
口
で
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

　
市
で
は
、
現
在
小
学
３
年
生
ま

で
の
入
院
や
通
院
、
調
剤
に
か
か

る
医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、　
月
１
日
の
診
療
分

12

か
ら
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
高
額
と
な
る

入
院
医
療
費
の
助
成
対
象
を
中
学

３
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　
新
た
に
助
成
対
象
と
な
る
小
学

４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
は
、　
月
10

 子
ど
も
医
療
費
助
成
の

　
入
院
医
療
費
を
中
学
３
年
ま
で
拡
大

ク
チ
ン
接
種
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

―

―

定期予防接種



鋸

時
に
設
置
さ
れ
る
方
や
設
置
さ
れ
た

住
宅
を
購
入
す
る
方

　
な
お
、
市
税
の
滞
納
が
あ
る
方
や

申
請
書
提
出
前
に
工
事
着
手
の
方
な

ど
は
、
補
助
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額
】
太
陽
電
池
の
最
大
出

力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
２
万
円
で
、

上
限
金
額
は
７
万
円

　
４
月
か
ら
実
施
し
て
い
た
　
年
度

24

の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
金
は
、
申
請
総
額
が
７
月
に

予
算
額
に
達
し
た
た
め
、
い
っ
た
ん

受
付
を
終
了
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
追
加
予
算
を
確
保
し
た
こ
と
か

ら
、
受
付
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
で
自
己
居
住
用
の
住

宅
に
新
た
に
設
置
す
る
方
か
、
新
築

【
申
請
受
付
期
間
と
場
所
】
受
付
は

平
成
　
年
２
月
　
日
金
ま
で
に
環
境

25

15

保
全
課
窓
口
へ

　
な
お
、
申
請
総
額
が
予
算
額
に
達

し
た
時
点
で
再
度
受
付
を
終
了
し
ま

す
の
で
、
設
置
工
事
を
契
約
さ
れ
て

い
る
方
は
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
国
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電

導
入
支
援
補
助
金
と
あ
わ
せ
て
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
補
助
申
請
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に

　
　
　
　
  補
助
金
を
交
付

　
市
で
は
、
国
よ
り
厳
し
い
除
染
基

準
を
定
め
た
市
独
自
の
放
射
性
物
質

除
染
計
画
に
基
づ
き
、全
公
共
施
設
や

宅
地
な
ど
の
除
染
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
食
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
昨
年

か
ら
市
独
自
の
野
田
産
農
産
物
の
放

射
性
物
質
検
査
も
開
始
し
、　
月
　

10

15

日
現
在
、　
品
目
　
検
体
で
、
い
ず

73

167

れ
も
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
　
月
　
日
か
ら
は
、
市
民

10

23

が
持
ち
込
む
食
品
の
放
射
性
物
質
検

査
（
セ
シ
ウ
ム
　
・
セ
シ
ウ
ム
　
）

134

137

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
持
ち
込
み
の
検
査
対
象
食
品

は
、
市
内
の
家
庭
菜
園
や
市
民
農
園

な
ど
で
栽
培
し
た
野
菜
や
果
物
、
市

ま
で
次
の
申
込
み
は
不
可
）

検
査
品
は
下
処
理
が
必
要

　
検
査
す
る
食
品
は
、
下
処
理
が
必

要
で
、
持
ち
込
む
種
類
に
よ
っ
て
処

理
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　
固
形
物
は
、
よ
く
洗
い
、
泥
や
砂

販
さ
れ
て
い
る
食
品
、
市
の
水
道
水

を
除
く
飲
料
水
（
飲
用
井
戸
水
、
お

茶
な
ど
を
含
む
）
の
う
ち
、
自
分
で

飲
食
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

※
飲
用
井
戸
水
の
一
般
細
菌
や
大
腸
菌
な

ど
を
調
べ
る
水
質
検
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん

検
査
予
約
は
事
前
に
電
話
で

　
測
定
を
希
望
す
る
本
人
か
家
族
な

ど
が
、
平
日
８
時
　
分
か
ら
　
時
ま

30

17

で
に
、
環
境
保
全
課
に
電
話
で
事
前

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【
検
査
日
】
毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

※
食
品
や
容
器
な
ど
は
持
込
者
負
担

【
検
査
数
】
１
世
帯
１
検
体
で
、
１

日
　
検
体
程
度
を
検
査
（
検
査
終
了

10

で
持
参
し
、
申
請
書
と
と
も
に
本
人

か
家
族
が
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
日
が
祝
日
の
場
合
、
当
日
の
８
時

　
分
か
ら
９
時
　
分
ま
で
に
提
出

３０

３０

【
持
込
時
に
必
要
な
も
の
】
下
処
理

し
た
食
品
、申
請
書（
環
境
保
全
課
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
可
）、本

人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）、

返
信
用
封
筒（
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番

号
を
記
入
し
、　
円
切
手
を
貼
付
）

80

検
査
結
果
は
郵
送
で

　
検
査
結
果
は
、
検
査
の
翌
日
（
閉

庁
日
を
除
く
）以
降
に
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、個
人
を
特
定
で
き
な
い
形
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

栽
培

し
た 
野
菜
や
飲
料
水
な
ど

　
持
ち

込
み 
食
品
を
無
料
で
放
射
能能
検
査
検
査

を
落
と
し
、皮
を
む
き
、根
や
種
を
取

り
除
い
た
上
で
、み
じ
ん
切
り
、細
か

く
刻
む
、つ
ぶ
す
な
ど
し
た
後
に
、出

た
水
分
も
一
緒
に
　
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

650

程
度
を
透
明
な
チ
ャ
ッ
ク
付
き
袋
な

ど
に
密
閉
し
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
飲
料
水
は
、
よ
く
洗
浄
し
た
容
器

に
入
れ
、
千
　
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
程
度

200

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
飲
用
井
戸

水
は
、
鍋
や
ボ
ウ
ル
な
ど
の
容
器
に

入
れ
、
ふ
た
を
し
な
い
状
態
で
４
日

以
上
汲
み
置
き
し
た
も
の
）。

持
ち
込
み
は
検
査
日
の
前
日
に

　
検
査
予
約
日
の
前
日
の
８
時
　
分
30

か
ら
　
時
ま
で
に
、
下
処
理
し
た
食

17

品
や
飲
料
水
な
ど
を
環
境
保
全
課
ま

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
市
で
は
、公
共
施
設
や
宅
地
の
除
染
を
実
施
す
る
な
ど

市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
放
射
能
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、　
月
　
日
か
ら
は
、市
民
の
持
ち

10

23

込
み
に
よ
る
食
品
の
放
射
性
物
質
の
無
料
検
査
を
開
始

し
ま
し
た
。対
象
と
な
る
食
材
は
、家
庭
菜
園
や
市
民
農

園
な
ど
で
栽
培
し
た
自
家
消
費
す
る
野
菜
や
果
物
の
ほ

か
、飲
用
井
戸
水
、市
販
さ
れ
て
い
る
食
品
を
検
査
し
、結

果
は
郵
送
で
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

返信用封筒と本人確認書類を持返信用封筒と本人確認書類を持参参

放射能対策



漁

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

 地
域
で
の
生
活
を
支
援

　
　
～
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
～

　
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
全
国
的

に
介
護
保
険
を
必
要
と
す
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
野
田
市
も
例
外
で
は
な
く
、
平
成

　
年
４
月
現
在
で
、　
歳
以
上
の
人

24

65

口
は
３
万
５
千
　
人
、
高
齢
化
率
は

928

　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

22

83

　
ま
た
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

者
数
は
、
５
千
　
人
（
第
２
号
被
保

183

険
者
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
を
除
く
）
で
、
認
定
者
数
の
割
合

は
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
約

14

43

７
人
に
１
人
が
要
介
護
（
要
支
援
）

認
定
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

　
市
で
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方

に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続

け
て
い
た
だ
く
た
め
の
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
、
市
内
で

　
の
事
業
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

19

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
別
と
指
定
事

業
所
数
は
、①
自
宅
の
近
く
で
通
い
や

泊
ま
り
な
ど
が
で
き
る「
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
」５
か
所
、②
認
知
症

の
高
齢
者
が
自
宅
か
ら
通
い
な
が
ら

介
護
や
機
能
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る「
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」
４
か
所
、③
認

知
症
の
高
齢
者
が
家
庭
的
な
環
境
の

中
で
、共
同
生
活
を
送
る「
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
）」
８
か
所
、④
小
規
模
な
施
設

に
入
所
し
、食
事
や
入
浴
な
ど
の
介
護

や
健
康
管
理
を
受
け
る「
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
小
規
模
特
定

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）」２
か
所
で
す
。

　
な
お
、①
と
②
の
施
設（
詳
細
は
上

表
の
と
お
り
）は
、定
員
に
空
き
が
あ

り
ま
す
の
で
、
利
用
を
希
望
す
る
場

合
は
、各
事
業
所
か
、高
齢
者
福
祉
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課

電話所在地事業所名サービス内容種　別

☎７１２２-３８００上花輪７２１-1コモホーム上花輪

自宅で継続して生活す
るための必要な支援と
して、「通い」を中心
に、利用者の２４時間
の生活を支え、必要に
応じて、「宿泊」や
「訪問」により、入
浴、食事、排せつなど
の介護や機能訓練など
を行います。

①小規模多機能型
　　　　 居宅介護

☎７１２４-０３４７鶴奉１７３-7ゆたりら鶴奉の家

☎７１２０-３３３５目吹２０１１-3きららほーむ

☎７１２６-４７００山崎１４４８-1デイハウスけやきの杜

☎７１２８-６６０１東宝珠花２２２デイハウスつつじの郷

☎７１３８-６３７８桜台１５５-2デイサービスしらゆり
　　　　　　 　　  桜台

認知症の要介護（要支
援）者を対象に、日帰
りで食事、入浴などの
日常生活上のお世話、
機能訓練を行います。

②認知症対応型
　　　  　通所介護

☎７１２１-２１３１鶴奉２７０-5デイサービスセンター
　　　　　 　　 亀野園

☎７１３８-３９８７三ツ堀１０８９-４８デイホーム野の花

☎７１９６-５３０５古布内１６８８-1デイサービスまあるい手

　
　
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止

11
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。

　
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
と
楽
し
く

生
活
す
る
た
め
に
は
、
飼
い
主
が
愛

情
を
持
っ
て
、
一
生
世
話
を
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ペ
ッ
ト
が

他
人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
他
人
の

敷
地
内
や
公
共
施
設
な
ど
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
、
正
し
い
管
理
と
し
つ
け

を
行
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
飼
い
主
は
、
特
に
次
の
６
点
に
注

意
し
て
、
ペ
ッ
ト
を
適
正
に
飼
う
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
飼
い
主
の
注
意
点

①
犬
の
放
し
飼
い
は
せ
ず
に
、
運
動

を
さ
せ
る
と
き
は
、
犬
を
制
止
で
き

迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

を
付
け
、
飼
い
主
が
分
か
る

よ
う
に
し
て
お
く
⑥
動
物
を

飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

新
し
い
飼
い
主
を
探
し
、
見

つ
か
ら
な
い
と
き
は
、
絶
対

に
捨
て
ず
に
、
保
健
所
や
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相

談
す
る

◆
犬
の
飼
い
方
を
学
ぶ
教
室

鑑
札
と
予
防
注
射
済
票
を
付
け
る
③

病
気
や
交
通
事
故
な
ど
か
ら
守
る
た

め
に
も
、
猫
は
室
内
で
飼
う
④
サ
ル

や
ヘ
ビ
、
ワ
ニ
な
ど
の
特
定
動
物
を

飼
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
野
田
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
野
田
保
健
所
）

で
許
可
を
受
け
る
。
ま
た
、
動
物
の

管
理
に
は
十
分
に
注
意
し
、万
が
一
、

逃
げ
出
し
た
時
に
は
、
早
急
に
保
健

所
や
警
察
に
通
報
す
る
⑤
動
物
に
は
、

「
犬
の
正
し
い
飼
い
方
、
し
つ
け
方

教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
同
支
所
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

【
問
合
せ
】
野
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
野
田
保
健
所
）
☎
７
１
２
４
 

８
１
５
５
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東

葛
飾
支
所
☎
７
１
９
１
 
０
０
５
０ －

－

　
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛

飾
支
所
で
は
、毎
月
第
４
水
曜
日
に
、

ペ
ッ
ト
の
飼
育

 ペ
ッ
ト
の
飼
育
はは

愛

　
　
　
愛
情情
とと
責
任
責
任
をを
も
っ
て

も
っ
て

■小規模多機能型居宅介護施設及び認知症対応型通所介護施設

る
方
が
短
い
引

き
綱
で
行
う
②

犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射

は
必
ず
行
い
、

首
輪
に
は
登
録

マナーを守ってペットと楽しマナーを守ってペットと楽しくく



し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
保
育
所
緊
急
整
備

補
助
金
に
よ
り
、
民
設
民
営
保
育
所

２
園
の
整
備
、
子
宮
 頸
 が
ん
ワ
ク
チ

け
い

ン
予
防
接
種
事
業
、
不
燃
物
処
理
施

設
建
設
事
業
、
学
校
給
食
で
の
玄
米

黒
酢
米
の
使
用
や
冬
期
 湛
  水
 水
田
に

た
ん
 す
い

よ
る
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
、
さ

ら
に
江
戸
川
左
岸
連
絡
道
路
を
は
じ

め
と
す
る
生
活
道
路
等
整
備
事
業
、

船
形
吉
春
線
道
路
改
良
事
業
や
川
間

駅
北
口
歩
道
整
備
事
業
な
ど
の
合
併

　
平
成
　
年
度
の
市
の
財
政
状
況
は
、

23

歳
入
で
は
景
気
低
迷
に
よ
り
税
収
が

伸
び
悩
む
一
方
で
、
歳
出
で
は
生
活

保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
が
年
々
伸
び

続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
で
は
、
総
合

計
画
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
着
実
に

進
め
、合
併
に
際
し
約
束
し
た
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
、
基
本
的
に
そ
の
水
準

を
落
と
さ
な
い
」
と
い
う
考
え
方
に

沿
っ
て
、
各
種
事
業
を
進
め
て
き
ま

関
連
事
業
や
、
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
購
入
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
事
業
な
ど
の
成

果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
し
た
中
央
小
学
校
屋
内
運
動
場
、

市
役
所
本
庁
舎
、
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

な
ど
の
災
害
復
旧
工
事
の
ほ
か
放
射

能
対
策
で
は
、子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

第
一
に
考
え
、
測
定
高
５
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
毎
時
０
・

　
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

23市
独
自
の
除
染
基
準
と
し
て

保
育
所
や
学
校
、公
園
の
放
射

能
除
染
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
年
度
の
事
業
に
要
し
た

23
費
用
は
、
特
別
会
計
を
含
め

た
全
歳
出
決
算
額
で
、
　
億
785

１
千
　
万
９
千
円
、
一
般
会

299

計
の
内
訳
は
、
歳
入
額
が
　503

億
８
千
　
万
８
千
円
、
歳
出

285

額
が
　
億
１
千
　
万
４
千
円

485

675

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、９
月
定
例
市
議

会
で
認
定
さ
れ
た
決
算
の
あ

ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
人
口
と
世
帯
数
は
住
民
基

本
台
帳
に
よ
り
ま
す

 江
戸
川
左
岸
連
絡
道

江
戸
川
左
岸
連
絡
道
路路
のの
整
備
整
備
やや

   保
育
保
育
所所
・・
学
校
学
校
・・
公
園
公
園
のの
放
射
能
除

放
射
能
除
染染
なな
　

　
どど 
実
施
実
施

平成２３年度決算◆一般会計歳入内訳　　　　（単位:千円・％）

構成比決算額区　　　分
0.9 ４４２,４１７議 会 費
10.1 4,８９４,９５１総 務 費
34.5 １６,７５９,２３３民 生 費
8.0 3,８７９,９１７衛 生 費
0.2 ９５,７０５労 働 費
1.6 ７６７,１５８農 林 水 産 業 費
0.9 ４２５,４１２商 工 費
14.9 7,２２５,５６７土 木 費
3.6 1,７４５,８２２消 防 費
9.8 4,７４５,２５２教 育 費
1.2 ５５９,４４７災 害 復 旧 費
10.1 4,８７６,６４６公 債 費
4.2 2,０９９,２２７諸 支 出 金
100.0 ４８,５１６,７５４歳 出 合 計

◆一般会計歳出内訳　　　　（単位:千円・％）

◆一般会計など決算の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:千円・％）

歳
入
歳
入
額額
　
億
８
億
８
千千
　
万
８
千

万
８
千
円円

503503

285285

歳
出
歳
出
額額
　
億
１
億
１
千千
　
万
４
千

万
４
千
円円

485485

675675

一
般
会

一
般
会
計計

江戸川左岸連絡道路は全区間整備が完江戸川左岸連絡道路は全区間整備が完了了

禦

構成比決算額区　　　分
４３.6 21,９６６,４８１市 税
0.9 ４６６,８５２地 方 譲 与 税
0.1 ４４,７８０利 子 割 交 付 金
2.7 1,３７２,６６３地 方 消 費 税 交 付 金
0.1 ５２,５５７配 当 割 交 付 金
0.0 １０,７５３株式譲渡所得割交付金
0.4 １８２,７２１ゴルフ場利用税交付金
0.3 １３６,００１自動車取得税交付金
0.5 ２５９,６１４地 方 特 例 交 付 金
１０.8 5,４５５,８４５地 方 交 付 税
0.0 ２３,４６０交通安全対策特別交付金
1.1 ５５８,００８分 担 金 及 び 負 担 金
2.2 1,１２７,９２３使 用 料 及 び 手 数 料
１２.5 6,３１２,５０７国 庫 支 出 金
5.1 2,５８３,６０５県 支 出 金
0.2 ７８,１９３財 産 収 入
0.8 ４１２,１８２寄 附 金
2.6 1,２９４,９３８繰 入 金
3.0 1,５１３,８９１繰 越 金
2.9 1,３９１,５８４諸 収 入
10.2 5,１３８,３００市 債
100.0 ５０,３８２,８５８歳 入 合 計

歳入歳出差引額歳出決算額歳入決算額
区　　　分

増減率平成２２年度平成２３年度増減率平成２２年度平成２３年度増減率平成２２年度平成２３年度
２３.31,513,8911,８６６,１０４8.744,642,400４８,５１６,７５４9.246,156,291５０,３８２,８５８一 般 会 計
２８５.7234,025９０２,５６２3.517,155,970１７,７５２,２４６7.317,389,995１８,６５４,８０８国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
△4.152,577５０,４２９１７.42,975,0293,４９４,０３６１７.13,027,6063,５４４,４６５下 水 道 事 業 特 別 会 計
△１００.01,1660△１００.07,8310△１００.08,9970老 人 保 健 特 別 会 計
5.3136,020１４３,２３０２２.451,294６２,７８２１０.0187,314２０６,０１２用 地 取 得 特 別 会 計

△１４.065,658５６,４３５6.06,842,4597,２５６,１６２5.96,908,1177,３１２,５９７介 護 保 険 特 別 会 計
△７１.63,5251,０００△１２.8394,333３４３,８１９△１３.3397,858３４４,８１９次木親野井特定土地区画整理事業特別会計
２４.31,9772,４５８5.11,034,5301,０８７,２００5.11,036,5071,０８９,６５８後期高齢者医療特別会計
50.42,008,8393,０２２,２１８7.473,103,846７８,５１２,９９９8.675,112,685８１,５３５,２１７合 計



◆使われたお金　　　　　　　　　　    　　（一般会計）
１世帯当たり１人当たり

２６９,９５８円１０７,８６５円民 生 費
１１６,３８９円４６,５０５円土 木 費
７８,８４８円３１,５０５円総 務 費
７８,５５３円３１,３８７円公 債 費
７６,４３６円３０,５４１円教 育 費
６２,４９８円２４,９７２円衛 生 費
９８,８２５円３９,４８７円そ の 他
７８１,５０７円３１２,２６２円合 計

◆市税の内訳　　　　　　　　　　　　　　　 　（一般会計）
１世帯当たり１人当たり

166,１１２円６６,３７２円固 定 資 産 税
１４８,８９９円５９,４９５円市 民 税
17,９２０円7,１６０円た ば こ 税
１７,２５１円6,８９３円都 市 計 画 税
3,６５４円1,４６０円そ の 他

３５３,８３６円１４１,３８０円合 計

土　　地　　　　 2,２８２,７６５愛

建　　物　　　　　３５６,１８７愛

有価証券　  　　  ３２３,４６０千円

出資による権利 3,３６９,０３５千円

債　　権　　　　２３２,１７０千円

基　　金
・現金　　　 　5,１１９,０５３千円
・土地　　　　　８９２,６７６千円
・債権　　　　　　8,１０２千円
地方債残高
・一般会計債   ４４,３１６,５６１千円
・下水道事業債  １９,４７６,５５４千円
・次木親野井特定土地区画整理事業債

1,４０２,１３６千円

◆財産など

◆健全化判断比率（表内の「－」は、黒字であり該当しません） ※「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行で、
平成１９年度決算から財政指標を公表することとされ、２０年
度決算からは、各基準を超えた場合に財政健全化計画や財
政再生計画などの作成が義務付けられました。
　「健全化判断比率」は、自治体の一般会計などの赤字の程
度を示す「実質赤字比率」や、水道や下水道など公営事業も
含めた赤字の程度を示す「連結実質赤字比率」、借金の返済
額の大きさを表す「実質公債費比率」、将来支払うことにな
る負担を「将来負担比率」で示します。
　また、「資金不足比率」は、公営企業の資金不足額が、事業
の規模に対してどの程度あるのかを示すものです。
　野田市の２３年度決算に伴う各財政指標は、いずれも基準
を下回っています。

法非適用企業法 適 用 企 業
下水道事業特別会計水道事業会計会 計 名

－－野 田 市 の 比 率
２０.0%２０.0%経営健全化基準

◆資金不足比率　（表内の「－」は、黒字であり該当しません）

・２３年度の市債発行額（一般会計）
　　　　　　　５１億3,８３０万円

・市債の残高（一般会計）
　　　　４４３億1,６５６万1千円

１人当たり　 ３３,０７１円

１世帯当たり ８２,７６８円

１人当たり    ２８５,２２９円

１世帯当たり ７１３,８５１円

◆市債の状況

※残高には、旧関宿町継承分が含
まれています

早期健全化基準野 田 市 の 比 率
１１.８３%－実 質 赤 字 比 率
１６.８３%－連結実質赤字比率
２５.0%9.8%実質公債費比率
３５０.0%82.3%将 来 負 担 比 率

魚
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嘉

かさが手の平よりも大きいものも

食
欲
の
秋

　
　
び
っ
く
り
巨
大
キ
ノ
コ

　
　
月
初
旬
、木
間
ケ
瀬
の
新
宿
い
こ
い
の
森
に
現
れ

10
た
ジ
ャ
ン
ボ
キ
ノ
コ
。近
く
に
住
む
谷
田
部
武
夫
さ
ん

が
隣
接
す
る
神
社
を
毎
朝
掃
除
す
る
際
に
見
つ
け
た
。

　
筑
波
実
験
植
物
園
や
県

森
林
課
に
写
真
照
会
し
た

と
こ
ろ
、巨
大
化
す
る
こ
と

で
知
ら
れ
る「
ニ
オ
ウ
シ
メ

ジ
」と
分
か
っ
た
。県
内
で
も

発
生
は
珍
し
く
土
壌
の
条

件
が
揃
う
と
突
然
発
生
し
、

１
株
が
百
キ
ロ
を
超
え
る

こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
。

紙上公共施設見学会「南図書館」

人
・
　
月
５
日
鉦
か
ら
直
接
か
電
話

11

で
受
付
）。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
館

☎
７
１
２
５
 
７
９
８
１
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
休
館
日
は
、火
曜
日（
祝
日
の
場
合

を
除
く
）
と
年
末
年
始
で
す
。

－

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
教
室
や
、
持

ち
寄
っ
た
本
を
読
ん
で
は
、
感
想
を

話
し
合
う
読
書
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、　
月
　
日
醤
　
時
　
分
～

11

18

13

30

　
時
　
分
に
は
、
和
紙
で
連
獅
子
や

15

30

ポ
チ
袋
を
作
る
「
大
人
の
た
め
の
工

作
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
（
先
着
　20

　
南
図
書
館
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ふ
れ
あ
い
と
地
域
活
動
の
拠
点
と
し

て
平
成
元
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
１
階

に
あ
る
施
設
で
す
。

　
蔵
書
は
、
約
８
万
２
千
冊
で
す
。

　
　
年
度
の
貸
出
冊
数
は
、
約
　
万

23

22

２
千
冊
、
１
日
平
均
で
　
冊
を
数
え

747

ま
し
た
。

　
館
内
に
は
、
季
節
に
応
じ
た
図
書

を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て
お

り
、
今
年
の
　
月
か
ら
　
月
中
旬
ま

11

12

で
は
、「
味
覚
の
秋
＆
芸
術
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
図
書
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

親子で絵本を楽しむ姿も

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を

　
　
古
本
市
や
家
電
回
収
で
Ｐ
Ｒ

回収した小型家電は希少金属の有効利用に

　
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
識
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
、　
月
　
日
に
市
役
所
で
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

10

13

ア
を
開
催
し
た
。
希
望
者
に
無
料
で
古
本
を
差
し
上

げ
る
古
本
市
で
は
、
多
く

の
人
が
訪
れ
、
終
始
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
使
用
済

み
の
小
型
家
電
の
臨
時
回

収
も
行
い
、
扇
風
機
や
携

帯
電
話
機
、
プ
リ
ン
タ
ー

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
家
電

が
持
ち
込
ま
れ
た
。

市民訪問

駅
伝
で
　
年
振
り
に
南
部
中
優
勝

30

　
区
・
岡
田
　
将
利
さ
ん

10９
区
・
大
重
　
聖
斗
さ
ん

８
区
・
新
村
　
雄
己
さ
ん

７
区
・
謝
名
堂
　
敬
さ
ん

６
区
・
大
高
　
真
暉
さ
ん

　
松
戸
市
民
劇
場
前
か
ら
野
田
市
総

合
公
園
陸
上
競
技
場
ま
で
の
　
区
間
、

10

　
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
競
う「
東
葛

31飾
地
方
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
」で
、

南
部
中
学
校
が
、　
年
振
り
に
野
田

30

市
に
優
勝
旗
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
惜
し
く
も
準
優
勝
で
し
た

が
、
今
年
は
２
位
と
　
秒
差
の
優
勝

18

で
「
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
と
生
徒

た
ち
の
固
い
団
結
力
の
結
果
」
と
監

督
の
松
﨑
秀
昭
先
生
。「
東
葛
駅
伝
で

も
優
勝
で
き
た
の
で
、　
月
４
日
に

１１

行
わ
れ
る
県
駅
伝
で
も
優
勝
を
目
指

し
ま
す
」
と
先
生
は
喜
び
な
が
ら
次

の
目
標
も
。

　
１
区
の
大
役
を
担
っ
た
サ
ッ
カ
ー

部
、仲
選
手
は「
ス
タ
ー
ト
は
緊
張
し

た
け
ど
、練
習
の
成
果
を
出
し
切
れ

た
」と
ほ
っ
と
し
た
表
情
を
見
せ
る

と
、２
区
で
　
人
抜
き
の
快
走
を
見
せ

10

た
サ
ッ
カ
ー
部
、宮
﨑
選
手
は「
今
回

走
れ
な
い
仲
間
の
分
ま
で
走
る
気
持

ち
が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
」と
謙
虚
に

話
し
ま
す
。ア
ン
カ
ー
を
任
さ
れ
た
陸

上
部
、岡
田
選
手
は「
優
勝
は
、９
人
が

快
走
し
大
き
く
リ
ー
ド
し
て
く
れ
た

お
か
げ
」と
笑
顔
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

の
勝
利
を
強
調
し
ま
し
た
。

５
区
・
戸
張
　
達
夢
さ
ん

４
区
・
小
野
瀬
　
光
哉
さ
ん

３
区
・
関
口
　
大
樹
さ
ん

２
区
・
宮
崎
　
研
吾
さ
ん

１
区
・
仲
　
正
太
郎
さ
ん
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自転車同士ですれ違う時は相手の左側へ

　
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、

木
間
ケ
瀬
中
学
校
で
　
月
　
日
、
県
警
や
県
に
よ
る

10

16

自
転
車
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。

　
各
学
年
の
代
表
　
人
が
、

10

自
転
車
に
乗
っ
て
、
歩
行

者
が
い
る
場
合
や
歩
行
者
、

自
転
車
と
す
れ
違
う
場
合

を
体
験
し
な
が
ら
、
正
し

い
交
通
ル
ー
ル
を
学
ん
だ
。

「
こ
れ
か
ら
は
自
転
車
の

交
通
ル
ー
ル
を
意
識
し
た

い
」と
話
す
生
徒
も
い
た
。

自
転
車
の
交
通
マ
ナ
ー
は

　
　
　
　
　
   歩
行
者
優
先
で

①鶏肉は一口大に、長ネギ（彩りに緑の部分も利用）は小
口に切る②①の鶏肉を、香り付けに少量のゴマ油をたら
したすき焼きのタレに30分ほど漬け込む③鍋に水約100
㏄を入れ煮立てて、しょうゆ、和風だしを入れ、お好みで
砂糖を加えて味を調える④漬け込んだ①を入れ、再度煮
立ったら、卵２個を割り入れ、中火でゆっくりかき混ぜ、
煮汁がなくなったら、①のネギを入れて出来上がり
※卵の色合いが菜の花を思わせることから付いた料理名
です。ふるさとの広島を思い出す一品で、手間のかから
ない、卵と鶏肉を使った栄養満点の料理です。
《材料》２人分：鶏むね肉又はもも肉１枚、長ネギ(適量)、市
販のすき焼きのタレ(適量)、ゴマ油・しょうゆ・市販の和風だ
し・砂糖（少々）、卵２個

鶏肉のなたね

佐藤紀久絵さん（木間ケ瀬）

平
成
　
年
　
月
に
発
足
し
、
現
在
　

16

10

40

人
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
延
べ
３
万
人
を
超
え
る
案
内

　
毎
月
、
概
ね
　
人
～
　
人
ほ
ど
の

30

40

団
体
を
中
心
に
　
件
前
後
の
案
内
依

10

頼
が
あ
り
、
発
足
以
来
、
延
べ
３
万

人
を
超
え
る
方
々
に
、
市
内
の
見
ど

　
「
む
ら
さ
き
の
里
野
田
ガ
イ
ド
の

会
」
は
、
市
内
の
史
跡
や
施
設
、
街

並
み
、
自
然
な
ど
を
無
料
で
案
内
し

て
い
ま
す
。
市
主
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
を
受
け
た
　
人
に
よ
り

38

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
新
た
に
出
前
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
も

　
ま
た
、
３
年
前
か
ら
、
雨
天
時
や

足
の
不
自
由
な
方
へ
の
案
内
と
し
て
、

「
出
前
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
」
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
各
公
民
館
を

中
心
に
、
今
年
は
各
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
を
単
位
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
ろ
を
案
内
し
て
き
ま
し
た
。
主
に

市
外
の
方
を
中
心
に
案
内
し
て
い
ま

す
が
、転
居
し
て
き
た
方
や
、あ
ま
り

市
内
を
歩
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

市
民
の
方
か
ら
の
依
頼
も
あ
り
ま
す
。

　
案
内
は
、
野
田
地
域
、
関
宿
地
域
、

清
水
公
園
の
３
コ
ー
ス
を
基
本
に
、

時
間
や
場
所
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら

　
ス
ラ
イ
ド
の
内
容
は
、
野
田
地
域

２
つ
と
関
宿
地
域
、
ま
つ
り
・
四
季
、

会
の
紹
介
の
５
種
類
が
あ
り
、
１
つ

　
分
程
度
で
す
。

15【
問
合
せ
】
む
ら
さ
き
の
里
野
田
ガ

イ
ド
の
会
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１

（
郷
土
博
物
館
・
市
民
会
館
内
）

－

１５人に１人のガイドで市内を案内

ボランティア連絡協議会訪問（８）
むらさきの里野田ガイドの会

　
利
根
運
河
は
、
明
治
時

代
に
人
の
手
で
掘
り
進
め

ら
れ
た
人
工
の
水
路
で
す
。

　
流
路
延
長
８
・
５
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
、
昭
和
初
期
ま

で
、
利
根
川
と
江
戸
川
を

結
ぶ
舟
運
路
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。

　
運
河
開
削
の
た
め
、利
根

運
河
株
式
会
社
が
設
立
さ

れ
、
土
木
技
術
が
発
達
し

て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
国
の
技

師
ム
ル
デ
ル
に
運
河
の
設

計
を
依
頼
し
ま
し
た
。工
事

は
２
年
の
歳
月
と
約
　
万
220

人
の
労
働
力
を
要
し
、
明

治
　
年
に
通
水
し
ま
し
た
。

23
　
写
真
は
、
自
然
の
地
形

を
最
大
限
に
活
用
し
な
が

ら
ク
ワ
や
ツ
ル
ハ
シ
で
掘

り
進
め
る
様
子
で
、
写
真

左
手
前
の
人
物
は
、
工
事

の
監
督
も
行
っ
た
ム
ル
デ

ル
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

※
古
い
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

す
。秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。採
用

さ
れ
た
方
に
は
、図
書
カ
ー
ド

を
進
呈
し
ま
す
。

ク
ワ
や
ツ
ル
ハ
シ
で

　
　
掘
り
進
め
た
運
河



距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

京

　
　
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

11
間
で
す
。
市
で
は
、「
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
」
を
設
置
し
、
児
童

相
談
所
や
警
察
署
、
医
師
会
な
ど
と

連
携
し
て
、児
童
虐
待
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
損
な
い
、
心
身
に
重
大
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
と
い
う
密
室
で
起
こ

る
こ
と
や
子
ど
も
が
声
を
上
げ
に
く

い
こ
と
で
、
周
囲
が
関
心
を
持
っ
て

子
ど
も
の
虐
待
を
見
か
け
た
ら

　
　
　
　
 迷
わ
ず
電
話
で
相
談
を

　
　
　
　
～
気
づ
く
の
は
あ
な
た
と
地
域
の
心
の
目
～

い
な
い
と
見
逃
し
て
し
ま
う
と
い
う

問
題
が
あ
る
た
め
、
虐
待
の
兆
候
に

早
く
気
付
く
こ
と
が
子
ど
も
を
救
う

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
身
の
回
り
で
「
不
自
然
な
傷
や
あ

ざ
が
あ
る
」、「
衣
服
や
髪
の
毛
が
い
つ

も
汚
れ
て
い
る
」、「
大
人
の
怒
鳴
り

声
や
子
ど
も
の
泣
き
声
が
日
常
的
に

聞
こ
え
る
」、「
病
気
の
ま
ま
放
置
し

て
い
る
」、「
夜
遅
く
外
で
一
人
で
遊

ん
で
い
る
」
な
ど
、
虐
待
が
心
配
さ

れ
る
子
ど
も
が
い
た
と
き
は
迷
わ
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S

O
S
」
☎
・
思
０
１
２
０
 
７
８
３

２
８
１
（
休
日
、
夜
間
は
留
守
番
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
で
受
付
）

◆
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
…
児
童
家

庭
課
、指
導
課
、保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
２
５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ

ン
タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１
、

柏
児
童
相
談
所
☎
７
１
３
１
 
７
１

７
５
、千
葉
県
子
ど
も
家
庭
　
番（
　

１１０

24

時
間
対
応
）
☎
　（
　
）１
１
５
２

043
２５２

◆
緊
急
時
…
　
番
110

◎
市
役
所
で
ポ
ス
タ
ー
展
な
ど

　
ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
啓
発
の
一

環
と
し
て
、　
月
　
日
障
か
ら
　
日

11

15

21

鐘
ま
で
は
市
役
所
１
階
ふ
れ
あ
い
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
、　
日
鞘
か
ら
　
日
障

23

29

ま
で
は
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
１
階
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、「
わ
た
し
の
願

う
家
族
・
家
庭
」
を
テ
ー
マ
に
、
市

内
の
小
中
学
生
が
作
成
し
た
ポ
ス
タ

ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
全
体
の
意
識
を
高

め
よ
う
と
、　
月
中
は
市
や
市
内
事

11

－

－

－

－

　
市
で
は
、
入
札
事
務
の
効
率
化
と

透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
県
と

県
内
市
町
村
が
共
同
利
用
す
る
「
ち

ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
」に
参
加
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
入
札

参
加
資
格
申
請
と
電
子
デ
ー
タ
で
の

入
札
方
式
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
　
・
　
年

23

24

度
入
札
参
加
資
格
業
者
名
簿
の
有
効

期
間
を
　
年
３
月
　
日
か
ら
　
年
３

25

31

26

月
　
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

31
　
な
お
、
現
在
、
名
簿
に
登
録
済
み

の
方
は
、　
年
度
の
入
札
参
加
資
格

25

申
請
は
不
要
で
す
。

　
ま
た
、
名
簿
に
登
録
し
て
い
な
い

方
に
つ
い
て
は
、　
年
度
は
追
加
の

25

申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
登
録
期
間
は
、　
年
４
月
１
日
か

25

ら
　
年
３
月
　
日
ま
で
で
、
申
請
要

26

31

領
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
管
財

課
窓
口
で
入
手
で
き
ま
す
。

　
提
出
は
郵
送
か
宅
配
便
で
、市
内
業

者
は
管
財
課
窓
口
で
も
受
け
付
け
ま

す
の
で
、要
領
を
熟
読
の
上
、誤
り
や

不
足
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】　
月
　
日
火
～
　
月

11

20

12

　
日
障

20※
水
道
事
業
関
係
の
入
札
参
加
資
格
申
請

は
、
水
道
部
（
中
根
　
・
☎
７
１
２
４
 

３２４

５
１
４
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
電
子
入
札
は
、　
年
度
か
ら
実
施
す
る

２６

予
定
で
す
が
、
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す

【
問
合
せ
】
管
財
課
契
約
係

－

に
努
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

業
所
の
車
両
に

啓
発
用
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

を
貼
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
啓
発

オレンジ色のリボンが目印

被
災
女
性
の

救
済
や
支
援

の
取
り
組
み

な
ど

　
な
お
、
２

歳
か
ら
就
学

前
ま
で
の
幼
児
を
対
象
に
し
た
託
児

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
　
月
７
日
水
ま
で
に
申
し
込
み

11

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
男
女
共
同
参
画
課

入
札
参
加

資
格 
業
者
名
簿
の
有
効
期
間
延
長

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
へ
の

取
り
組
み
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
、
市
で
は
「
防
災
・
災
害

復
興
に
女
性
の
視
点
を
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
演
会
（
手
話
通
訳
あ
り
）

を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
　
月
　
日
日
　
時

11

11

13

　
分
～
　
時
市
役
所
８
階
大
会
議
室

30

15

【
講
師
】宗
片
恵
美
子
氏（
N
P
O
法

人
イ
コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙
台
代
表
理
事
）

【
内
容
】
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

被災地での経験を女性の視点で

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
野
田
を
散
策

　
市
で
は
、野
田
市
の
魅
力
を
カ
ラ

ー
写
真
と
解
説
文
で
紹
介
し
た
、

野
田
市
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
野
田
紀
行

１
判
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
付
き

で
、１
冊
　
円
で
す
。

400

【
頒
布
場
所
】
市
役
所
３
階
秘
書

野田市の魅力が１冊に
広
報
課
広
報
広

聴
係
、
関
宿
支

所
、各
図
書
館
、

各
公
民
館
、
郷

土
博
物
館

【
問
合
せ
】
秘

書
広
報
課
広
報

広
聴
係

（
第
四
版
）」を
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、市
内
を「
大
河
分
流

の
地
を
往
く
」、「
日
光
東
往
還
を

南
へ
歩
く
」、「
醬
油
の
街
探
訪
」

な
ど
８
つ
の
コ
ー
ス
に
分
け
、

テ
ー
マ
ご
と
に
編
集
し
ま
し
た
。

　
Ａ
５
変
型
判（
　
㎜
×
　
㎜
）、

125

210

　
ペ
ー
ジ
、オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、Ａ

120

防
災
を
テ
ー
マ
に
男
女
共
同
参
画
講
演
会



距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

供

　
野
田
市
、
流
山
市
、
松
戸
市
、
鎌

ケ
谷
市
、
浦
安
市
、
市
川
市
の
６
市

で
は
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
消
防
指

25

令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
運
用
に
向
け
、

　
番
通
報
の
受
信
や
消
防
指
令
業
務

１１９の
共
同
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、野
田
市
内
の
　
番
通
報
は
、

１１９

野
田
市
消
防
本
部
で
受
信
し
て
い
ま

す
が
、　
年
４
月
か
ら
は
、
６
市
内

25

の
　
番
通
報
は
全
て
松
戸
市
消
防
局

１１９
内
に
設
置
す
る
「
千
葉
北
西
部
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
」
で
受
信
し
て
、
各

市
の
消
防
署
に
出
場
指
令
が
出
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、　
番
の
受
信
場
所
が
変
わ

１１９

っ
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
　１１９

番
通
報
の
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
番
の
利
用
は
慌
て
ず
正
確
に

１１９　
救
急
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、
慌

て
ず
に
落
ち
着
い
て
、
住
所
や
目
標

に
な
る
建
物
、傷
病
者
の
人
数
、性
別
、

年
齢
、容
態
、連
絡
者
本
人
の
氏
名
と

電
話
番
号
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
救
急
車
到
着
ま
で
に
、
心

肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
、
救
急

車
の
現
場
へ
の
誘
導
を
行
い
、
救
急

隊
が
到
着
し
た
ら
、
傷
病
者
の
容
態

変
化
や
行
っ
た
応
急
手
当
、
持
病
が

あ
れ
ば
病
名
と
、
か
か
り
つ
け
の
病

院
名
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
☎
７
１
２
４

 
０
１
１
９

－

野
田
産
米
で
太
巻
き
寿
司
づ
く
り

　
農
産
物
加
工
推
進
協
議
会
で
は
、

野
田
産
米
を
使
用
し
た
、
千
葉
県
の

【
日
時
・
場
所
】　
月
　
日
鞘
は
保

11

16

健
セ
ン
タ
ー
、　
日
障
は
東
葛
飾
地

22

域
農
林
業
セ
ン
タ
ー（
尾
崎
）で
、い
ず

れ
も
　
時
～
　
時
　
分

10

14

30

【
定
員
】
各
日
と
も
　
人
（
抽
選
・

20

未
受
講
者
優
先
）

【
参
加
費
】
千
円
（
材
料
費
）

【
申
込
み
と
問
合
せ
】　
月
７
日
鐘

11

　
時
ま
で
に
電
話
か
直
接
農
政
課
へ

17

　
市
で
は
、
総
合
福
祉
会
館
内
の

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
の
役
割
を
見
直
し
、

広
く
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
市
民
団
体

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
能
を
加
え
、
名

称
も
「
野
田
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」と
し
、今

年
度
内
の
開
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
、
市
民
活
動
の
相
談

対
応
と
セ
ン
タ
ー
の
運
営
業
務
な
ど

を
行
う
非
常
勤
一
般
職
の
「
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
要
件
】次
の
条
件
を
満
た
す
方

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
関
す
る
経
験
ま
た
は
知
識
（
中

間
支
援
組
織
で
の
実
務
経
験
や
市
民

活
動
経
験
な
ど
）
が
あ
る
こ
と

②
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

が
で
き
る
こ
と

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
経
験
か
知
識
の

 野
田
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

  相
談
・
運
営
業
務
を
行
う

　
　
  コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
募
集

あ
る
方
を
希
望（
必
須
条
件
で
は
な
い
）

【
募
集
人
数
】
３
人

【
勤
務
日
】
月
に
６
日
前
後
、
１
日

あ
た
り
４
時
間
（
午
前
中
）

【
賃
金
】
時
給
千
円
・
交
通
費
支
給

【
選
考
日
時
・
内
容
】　
月
　
日
鐘

11

28

（
予
定
）・
作
文
と
面
接
試
験

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
所
定
の
応
募

書
類
を
　
月
　
日
鞘
ま
で
に
市
民
生

11

16

活
課
へ

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

２５年４月

総合福祉会館の３階に開設予定

花やカタツムリの模様も
郷
土
料
理

の
一
つ
で

あ
る
太
巻

き
寿
司
づ

く
り
の
講

習
会
を
行

い
ま
す
。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
６
市
で
共
同
運
用
へ

総
合
公
園
で
少
年
野
球
教
室

　
市
で
は
、
少
年
野
球
の
技
術
を
高

め
て
も
ら
お
う
と
、
金
光
興
二
氏（
法

政
大
学
野
球
部
監
督
）と
同
校
野
球
部

に
よ
る
模
範
演
技
と
実
技
指
導
を
行

う
少
年
野
球
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】　
月
　
日
醤
　
時

11

25

10

～
　
時
　
分
総
合
公
園
野
球
場（
雨

15

30

天
時
は
同
体
育
館
）

【
対
象
者
】
市
内
少
年
野
球
チ
ー
ム

の
選
手
、
指
導
者
、
市
民

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
実
技
指
導
の

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
　
月
９
日

11

鞘
ま
で
に
青
少
年
課
（
平
日
）
か
、

野
田
市
少
年
野
球
連
盟
・
堀
江
☎
７

１
２
３
 
６
３
６
２
（
夜
間
、
上
・

醤
・
□祝 
）へ －

バ
ス
で
行
く
公
共
施
設
等
見
学
会

　
公
共
施
設
な
ど
を
バ
ス
で
巡
る「
公

共
施
設
等
見
学
会
」を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
定
員
】　
月
　
日
障
９
時
～

11

29

　
時
　
分
予
定
・
　
人
（
抽
選
）

15

40

25

【
集
合
場
所
・
時
間
】
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
＝
９
時
、
市
役
所
＝
９
時
　
分
。

30

【
見
学
予
定
場
所
】
キ
ッ
コ
ー
マ
ン

も
の
知
り
し
ょ
う
ゆ
館
、農
産
物
直
売

所
「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
」、
清
掃
工
場

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
　
月
　
日
鐘

11

21

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員

（
１
枚
で
２
人
ま
で
）
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
集
合
場
所
、

市
報
に
関
す
る
意
見
を
明
記
し
、
〒

　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
秘
書
広

278報
課
「
公
共
施
設
等
見
学
会
」
係
へ

－
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講
座
・
教
室

◆
市
民
会
館
で
各
種
講
座
　
①
寺

子
屋
講
座
…
　
月
　
日
醤
　
時
　

11

18

13

30

分
～
　
時
　
分
。岩
槻
秀
明
氏（
自

15

30

然
科
学
系
ラ
イ
タ
ー
・
気
象
予
報

士
）に
よ
る「
気
象
災
害
は
な
ぜ
頻

発
す
る
の
か
」。先
着
　
人
。費
用
　

20

500

円
。②
防
災
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
～
今
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る

～
…
　
月
１
日
上
　
時
　
分
～
　

12

13

30

15

時
　
分
。野
田
市
長
に
よ
る「
防
災

30
対
策
と
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
説
明
と
意
見
交
換
。　
人
（
抽

40

選
）。
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

郷
土
博
物
館
で
開
催
中
の
特
別
展

を
見
た
方
。
申
込
み
は
①
は
　
月
11

５
日
鉦
か
ら
電
話
、②
は
　
月
　
日

11

15

障
　
時
必
着
で
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス

17
（
住
所
・
氏
名・
☎・テ
ー
マ
に
つ
い
て

市
長
に
質
問
し
た
い
こ
と
を
明
記
）

で
、〒
　
 
０
０
３
７
野
田
　
 

278

370

８
市
民
会
館
☎
７
１
２
４
 
６
８

５
１
・
思
７
１
２
４
 
６
８
６
６
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー

ツ
教
室
　
①
ミ
ニ
テ
ニ
ス
サ
ー
ク

ル
…
　
月
　
日
～
　
月
　
日
の
上

11

24

12

22

―

―

―

―

　
時
～
　
時（
　
月
８
日
除
く
）。

14

16

12

全
４
回
。費
用
千
円
。　
人（
抽

30

選
）。高
校
生
以
上
。
②
初
心
者
太

極
拳
教
室
…
　
月
　
日
～
　
月
　

11

27

12

18

日
の
鍾
　
時
～
　
時
　
分
。全
４

10

11

30

回
。費
用
２
千
円
。　
人（
抽
選
）。

30

　
歳
以
上
。③
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
…
　

20

11

月
　
日
～
　
月
　
日
の
鞘
　
時
～

30

12

21

18

　
時
。全
４
回
。費
用
２
千
　
円
。

19

500

先
着
　
人
。小
学
校
低
学
年
。申
込

15

み
は
③
は
　
月
３
日
上
～
　
日
醤

11

18

（
鉦
除
く
）の
９
時
か
ら
電
話
か
直

接
同
館
、①
②
は
　
月
　
日
鍾
必

11

20

着
で
電
話
か
往
復
は
が
き（
住
所
・

氏
名・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明

記
・
１
家
族
１
通
）で
、〒
　
 
０

270

２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体

401

育
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
韓
国
流
キ
ム
チ
づ
く
り
　
　
月
12

１
日
上
　
時
～
　
時
、
２
日
醤
　

13

16

10

時
～
　
時
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。

14

２
日
間
参
加
で
き
る
方
。　
人（
抽

25

選
）。費
用
千
円
。エ
プ
ロ
ン
、ゴ
ム

手
袋
な
ど
持
参
。申
込
み
は
　
月
　

11

12

日
鉦
必
着
で
往
復
は
が
き（
住
所
・
氏

名
・
☎
を
明
記
）で
、〒
　
 
８
５
５

278

０
野
田
市
役
所
企
画
調
整
課
内
野

―

―

―

田
市
国
際
交
流
協
会
へ
。
問
桑
原

☎
　
 
９
１
５
５
 
４
２
２
２

090
◆「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
」活
用
に

２１

よ
る
環
境
経
営
講
座
　
①
説
明
会

…
　
月
　
日
鐘
　
時
～
　
時
。②

12

19

14

16

実
務
講
座
…
　
月
　
日
鍾
９
時
～

12

25

　
時
。野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

17ー
で
。パ
ソ
コ
ン
入
力
が
可
能
で
、

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
興
味
が
あ
り
、

将
来
経
営
課
題
と
し
て
取
り
組
む

予
定
の
あ
る
方
な
ど
。
い
ず
れ
も

先
着
　
人
。②
は
費
用
１
万
円
。申

20

込
み
は
　
月
５
日
鉦
か
ら
同
セ
ン

11

タ
ー
☎
７
１
２
１
 
１
１
８
４
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
　
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

11
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、保
育

体
験
や
育
児
相
談
も
。　
時
～
　

10

11

時
。当
日
会
場
受
付
。問
各
保
育
所

◆
産
学
官
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

　
月
９
日
鞘
　
時
　
分
～
　
時
東

11

14

30

19

―

――

葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ（
柏
市
）で
。「
モ
ノ

づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ

に
講
演
や
展
示
会
な
ど
。申
込
み
は

事
前
に
同
館
☎
７
１
３
３
 
０
１

３
９・
思
７
１
３
３
 
０
１
６
２
へ

◆
の
だ
と
く
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

　
　
月
　
日
土
９
時
　
分
～
　
時

11

17

30

14

　
分
野
田
特
別
支
援
学
校
で
。
舞

40台
発
表
や
販
売
会
な
ど
。
P
T
A

に
よ
る
バ
ザ
ー
も
。上
履
き
持
参
。

問
同
校
☎
７
１
２
２
 
７
２
７
０

◆
あ
お
い
そ
ら
運
動
推
進
大
会
　

　
月
　
日
醤
　
時
　
分
～
　
時
興

11

18

12

30

15

風
会
館
で
。
実
践
文
朗
読
や
西
武

台
千
葉
中
学
校
・
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
演
奏
会
な
ど
。当
日
会
場
へ
。

問
あ
お
い
そ
ら
運
動
推
進
委
員
会

事
務
局
☎
７
１
２
２
 
２
１
９
１

◆
東
部
地
区
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
　12

月
２
日
日
９
時
　
分
東
部
中
学
校

10

ス
タ
ー
ト
。小
学
校
学
年
別
、中
学

校
男
女
、一
般
男
女
の
部
。申
込
み

は
　
月
　
日
日
ま
で
に
直
接
東
部

11

25

公
民
館
☎
７
１
２
２
 
４
２
０
２
へ

相
談
・
募
集
・
そ
の
他

◆
 
千
葉
県
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
の
無
料
相
談
会
　
　
月
　
日

11

12

鉦
　
時
～
　
時
市
役
所
１
階
ロ
ビ

13

17

ー
で
。
申
込
み
は
前
日
ま
で
に
橘

☎
７
１
７
０
 
４
７
９
３
か
当
日

会
場
へ

―

―
―

――

―

侠

保
育
所
名

南

部

東

部

清

水

中

根

福

田

あ
た
ご

木
間
ケ
瀬

古
布
内

尾

崎

北

部

花

輪
開
放
日

８
日
木

８
日
木

　
日
木

22　
日
火

13　
日
火

13　
日
火

13　
日
水

14　
日
水

14　
日
水

14　
日
水

14　
日
水

28　
日
木

15　
日
火

20

電
　
　
話

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
５
・
４
６
９
７

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す

※
　
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

11　
月
１
日
木
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

11
◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
７
・
　
・
　
・

13
15

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

21
28

22

60

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

14

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
９
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

30

21

18

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
　
日
。川
間
公
民

14

館
＝
　
日
。２
日
間
で
８
人

20

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

15

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。 

16
27

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約

15

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
・
父
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。

火
～
金
９
時
～
　
時（
月
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
母
子
家
庭
の
母
。個
別
相
談（
要
予
約
）、就
労
の
た
め
の「
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
作
成
。鉦
９
時
～
　
時
、鞘
９
時
～
　
時

19

17

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談（
要
予
約
）、

求
人
案
内
。　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
鍾
　
時
～
　
時

35

27

10

16

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
課
・
商
工
課
）

◆
自
立
す
る
た
め
の
生
活
・
就
労
支
援
に
関
す
る
相
談
□市 
２
階
＝

鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
。☎
７
１
２
８
 
４
０
３
８

17

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

―

―

―

―



襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

書
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

手
可
）
で
　
月
９
日
鞘
～
　
月
　

11

12

28

日
鞘
に
〒
　
 
０
８
０
１
千
葉
県

260

生
涯
大
学
校
事
務
局
☎
　
（
　
）

043

266

４
７
０
５
へ

◆
関
根
名
人
記
念
館
展
示
品
の
燻

蒸
作
業
　
　
月
６
日
鍾
～
　
日
鍾

11

13

は
 燻
 
く
ん

 蒸
 の
た
め
展
示
品
の
鑑
賞
不

じ
ょ
う

可
。対
局
室
は
利
用
可
。問
商
工
課

◆
中
央
公
民
館
・
総
合
福
祉
会
館

で
全
日
休
館
　
　
月
　
日
鉦
は
館

11

12

内
消
毒
の
た
め
全
館
休
館
、
会
議

室
な
ど
全
て
利
用
不
可
。
問
中
央

公
民
館
☎
７
１
２
４
 
１
５
５

８
、
社
会
福
祉
協
議
会
☎
７
１
２

４
 
３
９
３
９

◆
狩
猟
解
禁
　
期
間
は
　
月
　
日

11

15

障
～
平
成
　
年
２
月
　
日
鞘
。目

25

15

立
つ
服
を
着
る
な
ど
、安
全
な
狩
猟

の
心
掛
け
を
。
問
県
自
然
保
護
課

☎
　（
　
）２
９
７
２

043
223

―

―

―

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

◆
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強

化
週
間
　
　
月
　
日
鉦
～
　
日
醤

11

12

18

８
時
　
分
～
　
時（
上
・
醤
は
　
時

30

19

10

～
　
時
）。
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

17
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
各

種
人
権
問
題
の
相
談
窓
口
☎
０
５

７
０
 
０
７
０
 
８
１
０
を
設
置
。

問
千
葉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

事
務
局
☎
　（
　
）３
５
５
５

043
247

◆
年
末
調
整
等
説
明
会
　
　
月
　

11

15

日
障
　
時
　
分
～
　
時
　
分
市
役

13

30

15

30

所
８
階
大
会
議
室
で
。
年
末
調
整

や
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
方
法

な
ど
。
給
与
支
払
者
が
対
象
。
当

日
会
場
受
付
。
問
柏
税
務
署
☎
７

１
４
６
 
２
３
２
１

◆
消
費
者
問
題
無
料
相
談
　
　
月
11

　
日
鞘
　
時
～
　
時
市
役
所
１
階

16

10

16

市
民
相
談
室
で
。
借
金
問
題
や
金

融
商
品
被
害
な
ど
。
先
着
　
人
。

12

申
込
み
は
前
日
ま
で
に
電
話
か
直

―

―

―

接
市
民
生
活
課
へ

◆
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会
　
　11

月
　
日
鍾
９
時
～
正
午
南
部
梅
郷

20
公
民
館
で
。
高
齢
期
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
・
遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見

な
ど
。
先
着
３
人
。
申
込
み
は
　11

月
５
日
鉦
～
　
日
鉦
に
 
お
い
じ

19

た
く
あ
ん
し
ん
ね
っ
と
☎
７
１
６

９
 
４
１
６
５
へ

◆
無
料
口
腔
ガ
ン
検
診
　
　
月
２

12

日
醤
９
時
～
　
時
保
健
セ
ン
タ
ー

13

で
。希
望
者
は
　
月
　
日
障
必
着
で

11

15

思
か
往
復
は
が
き（
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
☎
を
明
記
）で
〒
　
 
０
０
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０
３
鶴
奉
７
 
４
野
田
市
歯
科
医

師
会
☎
７
１
２
３
 
１
３
６
１
・

思
７
１
２
８
 
５
０
７
１
へ

◆
平
成
　
年
度
千
葉
県
生
涯
大
学

２５

校
生
　
県
内
在
住
で
昭
和
　
年
４

33

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
。
申

込
み
は
高
齢
者
福
祉
課
に
あ
る
願

―

―

―

―

―

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
　
月
　
日
金
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い

１１

１６

１０

方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

◆
新
町
名
の
郵
便
番
号
決
定
　

「
光
葉
町
一
丁
目
」、「
光
葉
町
二

丁
目
」、「
光
葉
町
三
丁
目
」
は

「
〒
　
 
０
０
５
７
」
に
。
問
野

278

田
郵
便
局
集
配
営
業
課
☎
７
１
２

４
 
１
０
２
５

◆
優
れ
た
物
産
品
に
推
奨
シ
ー
ル

　
野
田
市
観
光
協
会
に
加
入
す
る

商
工
業
者
の
優
れ
た
物
産
品
に
認

定
証
を
交
付
。「
推
奨
シ
ー
ル
」を
貼

付
し
販
売
可
。　
月
１
日
障
～
　

11

12

日
鉦
に
手
数
料
１
品
２
千
円（
２

品
ま
で
）
を
添
え
て
野
田
商
工
会

議
所
か
野
田
市
関
宿
商
工
会
へ
。

問
商
工
課
内
野
田
市
観
光
協
会

会
議
な
　

　
ど 
の
公
開

◆
野
田
市
都
市
計
画
審
議
会
　
　11

月
　
日
鍾
　
時
か
ら
市
役
所
８
階

13

14

大
会
議
室
で
。先
着
　
人
。　
時
　

10

13

30

分
か
ら
受
付
。問
都
市
計
画
課

―

―

僑

　
　
月
　
日
鞘
ま
で
の
納
期
の
市

11

30

税
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
税（
５
期
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
５
期
）

③
介
護
保
険
料（
５
期
）

【
問
合
せ
】①
②
は
国
保
年
金
課
、

③
は
高
齢
者
福
祉
課

市
税
な
ど
の
納
期（
　
月
）

11

　
胸
や
け
と“
げ
っ
ぷ
”

　
胸
や
け
、
ま
た
は
“
げ
っ
ぷ
”
が
あ
れ
ば
胃
腸

の
病
気
で
し
ょ
う
か
。

　
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
胸
や
け
は
、胃
酸
が
逆
流
す
る
症
状
の
一
種
で
、

日
常
的
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
や

脂
肪
分
の
多
い
肉
な
ど
を
食
べ
る
と
、
症
状
と
し

て
よ
く
出
ま
す
。

　
ま
た
、“
げ
っ
ぷ
”
は
、
ビ
ー
ル
や
サ
イ
ダ
ー
な

ど
の
炭
酸
飲
料
を
飲
ん
だ
と
き
に
出
る
こ
と
が
多

い
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
と
き
に
胃
腸
の
病
気
と
し

て
の
疑
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

①
上
の
よ
う
な
症
状
以
外
に
胸
の
痛
み
、
口
の
中

へ
の
胃
酸
の
逆
流
が
あ
る

②
胸
や
け
や
“
げ
っ
ぷ
”
が
食
事
の
制
限
を
し
て

も
少
し
も
良
く
な
ら
な
い

　
①
や
②
の
よ
う
な
症
状
の
場
合
は
、
早
め
に
胃

の
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
A
・
T
）

◎
労
働
保
険
に
加
入
を
…
　
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
。
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
加
入
を

１１

義
務
付
け
。
未
加
入
の
方
は
至
急
手
続
き
を
。
問
千
葉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
☎
　（
　
）４
３
１
７

043
２２１

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
が
い
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
　
障
が
い
者
の
相
談
。
□市 
１
階

＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
１

13

30

16

日
）、発
達
教
育（
５
・
　
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、生
活
支
援

19

15

（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活（
　
日
）。
電
話
予
約

22

27

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
が
い

10

者（
６
日
）、知
的
障
が
い
者（
７
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

20

13

　
分
～
　
時
　
分
…
身
体
障
が
い
者（
７
日
）、聴
覚
障
が
い
者（
　

30

15

30

13

日
）、精
神
障
が
い
者（
　
日
）。
電
話
予
約

20

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
・
４
鍾
　
時
　
分
～
　
時
　
分
に

15

17

13

30

15

30

集
団
療
育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。
問
社
会
福

13

16

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
遺
言
や
相
続
、後
見
な
ど
。　
日
鞘
　
時

16

13

～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
事
前
に
問
合
せ
先

16
に
電
話
予
約
。問
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・
伊
佐
☎
７
１

２
９
 
０
８
０
３

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

13

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
張
替
☎
７
１
３
８
 
１
４
０
４

―

―

―

―

―

―
―

―

―
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ふ
く
ろ
う
学
校
の
先
生
に
魚

の
捕
り
方
を
教
え
て
も
ら
う
三

羽
の
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、捕
れ

た
の
は
か
っ
ぱ
や
半
魚
人
。い
っ

し
ょ
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す

る
み
ん
な
に
あ
き
れ
た
先
生
は

…
。愉
快
な
展
開
の
お
話
で
す
。

New Books
南図書館の推せん図書

　
趣
の
あ
る
木
造
や
年
月
を
経

て
き
た
校
舎
に
は
「
建
造
物
」

と
い
う
だ
け
で
な
い
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
全
国
各
地
の
学
校
や

大
学
な
ど
郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る

「
学
び
舎
」
が
１
ペ
ー
ジ
に
１

枚
ず
つ
丁
寧
に
紹
介
さ
れ
た
写

真
集
で
す
。

「学び舎」
日本風景写真協会
会員・写真
光村推古書院

講
座
・
講
演
会

◆
み
ん
な
で
考
え
る
放
射
能
教
育
　
　11

月
７
日
鐘
　
時
～
正
午
欅
の
ホ
ー
ル

10

で
。関
 一
 氏
（
日
本
工
業
大
学
非
常

は
じ
め

勤
講
師
）と
子
ど
も
た
ち
に
何
を
ど
う

伝
え
る
か
科
学
的
・
社
会
的
に
考
え

る
。
先
着
　
人
。資
料
代
　
円
。
当
日

40

300

会
場
受
付
。
保
育（
　
円
）の
申
込
み

200

は
事
前
に
富
村
☎
７
１
２
５
 
４
１
５

３
へ

◆
楽
レ
シ
ピ
で
お
も
て
な
し
の
会
　

　
月
９
日
鞘
　
時
～
　
時
　
分
野
田

11

10

12

30

公
民
館
で
。女
性
。先
着
５
人
。費
用

千
　
円
。エ
プ
ロ
ン
持
参
。申
込
み
は

500

－

　
月
５
日
鉦
～
８
日
障
に
安
部
☎
　

11

080

 
１
０
４
７
 
９
６
５
４
へ

◆
地
域
公
開
講
座「
大
震
災
に
ど
う
備

え
る
か
」　
　
月
　
日
上
　
時
　
分
～

11

10

13

30

　
時
　
分
東
京
理
科
大
学
セ
ミ
ナ
ー

15

30

ハ
ウ
ス
で
。地
震
な
ど
災
害
へ
の
備
え

を
解
説
。定
員
　
人
。当
日
会
場
へ
。

150

問
同
大
学
☎
７
１
２
１
 
３
６
９
３

◆
北
コ
ミ
・
土
曜
習
字
倶
楽
部
　
　11

月
　
日
～
　
月
　
日
の
上
　
時
～
　

10

12

15

17

18

時
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。小
・
中

学
生
。先
着
　
人
。費
用
各
回
千
円
。

10

申
込
み
は
　
月
５
日
鉦
か
ら
鈴
木
☎

11

　
 
４
８
０
７
 
０
１
６
３
へ

080◆
野
田
市
の
歴
史
・
ま
ち
づ
く
り
　

－

－

－

－

－

　
月
　
日
醤
９
時
～
　
時
　
分
市
民

11

11

16

30

会
館
で
。（
社
）千
葉
県
建
築
士
事
務

所
協
会
に
よ
る
文
化
・
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
、

耐
震
相
談
会
な
ど
。当
日
会
場
へ
。問

畔
上
☎
７
１
２
７
 
２
０
０
０

◆
 
野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

講
習
会
　
　
月
　
日
醤
　
時
～
正
午

11

11

10

総
合
福
祉
会
館
で
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

と
ゴ
ル
フ
を
組
み
合
わ
せ
た
ゲ
ー
ゴ

ル
ゲ
ー
ム
体
験
。
先
着
　
人
。費
用
　

20

300

円
。申
込
み
は
　
月
５
日
鉦
～
　
日
上

11

10

ま
で
に
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
〒
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０
０
０
２
木
野
崎
１
７
５
８
 
　
神
48

山
思
７
１
２
４
 
０
０
３
９
へ
。
問

布
目
☎
　
 
７
８
２
２
 
８
５
１
２

090

◆
筆
書
き
年
賀
状
づ
く
り
　
　
月
　

11

14

日
鐘
　
時
～
　
時
　
分
中
央
公
民
館

13

15

30

で
。
先
着
８
人
。
費
用
　
円
。筆
ペ
ン

500

か
墨
・
す
ず
り
・
小
筆
持
参
。
申
込
み

－

－

－

－

－

－

は
　
月
５
日
鉦
～
　
日
鍾
に
山
崎
☎

11

13

　
 
４
２
０
１
 
８
５
８
６
へ

090◆「
地
震
減
災
へ
の
対
応
」講
演
会
　
　11

月
　
日
上
　
時
　
分
～
　
時
　
分
南

17

13

30

15

30

部
梅
郷
公
民
館
で
。報
道
情
報
の
読
み

方
と
日
常
の
備
え
。先
着
　
人
。当
日
会

70

場
へ
。問
古
橋
☎
７
１
２
５
 ４
３
１
４

◆
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
講
習
会
　
　11

月
　
日
、　
日
の
醤
　
時
～
正
午
総
合

18

25

10

福
祉
会
館
で
。運
動
服
、上
履
き
持
参
。

申
込
み
は
　
日
上
ま
で
に
遠
藤
☎
７
１

17

２
５
 
２
３
０
８
へ

◆
ハ
ワ
イ
ア
ン
リ
ボ
ン
・
レ
イ
講
座

　
　
月
　
日
、　
日
の
鐘
　
時
～
正

11

21

28

10

午
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。初
心
者
向

け
フ
ラ
ガ
ー
ル
作
り
。先
着
５
人
。費

用
千
　
円
。か
ぎ
針
と
ハ
サ
ミ
持
参
。

500

申
込
み
は
　
月
５
日
鉦
か
ら
岩
田
☎

11

　
 
９
９
５
３
 
４
５
２
５
へ

090
－

－

－

－
－

－

◆
簡
単
に
で
き
る
人
形
劇
づ
く
り
講

座
　
　
月
　
日
障
、　
月
１
日
上
　

11

22

12

14

時
～
　
時
総
合
福
祉
会
館
で
。
プ
ロ

17

の
劇
団
に
学
ぶ
。
費
用
２
回
で
千
　600

円（
１
回
の
み
は
千
円
）。大
人
。申
込

み
は
　
月
　
日
鍾
ま
で
に
 
野
田
文

11

20

化
研
究
会
☎
７
１
２
４
 
０
７
６
０
へ

◆
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り
　
　
月
　
日

11

25

醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分
南
コ
ミ
ュ

10

10

11

50

ニ
テ
ィ
会
館
で
。ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
作
り
。先
着
　
人
。費
用
２
千
円
。

10

申
込
み
は
　
月
６
日
鍾
～
　
日
鍾
に
足

11

20

立
☎
　
 
６
１
１
３
 
３
１
３
０
へ

090

◆
全
国
い
っ
せ
い
き
も
の
の
日
着
付

け
無
料
講
座
　
　
月
　
日
日
　
時
～

11

25

13

　
時
市
民
会
館
で
。
先
着
　
人
。
申

15

20

込
み
は
　
月
５
日
鉦
か
ら
渡
辺
☎
７

11

１
２
２
 
０
６
３
６
へ

◆
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
会
　
　11

－

－

－

－

「フウちゃんクウちゃんロウちゃん
のふくろうがっこう
さかなをとろうのまき」
いとうひろし・作
徳間書店

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

兇

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

茂木佐公園の大イチョウ

　茂木佐公園は、醤油醸造を代々家業
としていた茂木佐平治家の所有地を
大正１５（１９２６）年5月から一般公開し
ている公園で、現在は野田児童遊園
となっています。
　毎年１１月中旬から下旬にかけて、
イチョウの大木が黄葉を広げる姿は
圧巻です。

　また、公園の周辺には、県内初の
国登録記念物に選ばれた市民会館（旧
茂木佐平治氏）庭園や県内で最初に登
録博物館として開館した郷土博物館
のほか、興風会館などもあり、野田
の芸術の秋も楽しむことができる一
帯となっています。
＜アクセス＞まめバス「中・南・新南（花井経
由）」ルート・茨急バス「仲町」下車徒歩５分

黄金色に輝く秋の情景

黄一色に染まる落葉後の敷地も見ごたえ黄一色に染まる落葉後の敷地も見ごたえがが
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月
　
日
障
　
時
～
　
時
　
分
南
部
梅

29

10

11

30

郷
公
民
館
で
。シ
ア
バ
タ
ー
入
り
美

肌
ク
リ
ー
ム
作
成
。先
着
　
人
。費
用

12

２
千
円
。申
込
み
は
　
月
５
日
鉦
か
ら

11

岩
井
☎
　
 
２
３
３
３
 
４
５
５
６
へ

080

イ
ベ
ン
ト

◆
野
田
失
語
症
友
の
会
　
　
月
５
日

11

月
　
時
　
分
～
　
時
　
分
総
合
福
祉

13

30

15

30

会
館
で
。失
語
症
の
本
人
と
家
族
。問

成
瀬
☎
７
１
２
９
 
１
６
５
５

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
　

①
お
し
ゃ
べ
り
会
…
　
月
９
日
鞘
　

11

10

時
　
分
～
　
時
　
分
。②
育
児
の
日

30

11

30

…
　
月
　
日
鉦
　
時
～
　
時
　
分
。

11

12

10

11

30

い
ず
れ
も
費
用
　
円
、
３
歳
ま
で
の

50

子
と
親
。
当
日
会
場
へ
。
問
 
ゆ
う

－

－

－

＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　
　11

月
９
日
鞘
　
時
　
分
～
　
時
市
役
所

12

30

13

１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。秋
葉
啓
子
氏
が

「
花
鳥
風
月
」を
歌
う
。問
つ
く
し
ん
ぼ

◆
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
チ
卓
球
大
会
　
　11

月
　
日
上
９
時
～
　
時
関
宿
総
合
公

10

16

園
体
育
館
で
。費
用
　
円
。卓
球
用

500

具
、昼
食
、ゼ
ッ
ケ
ン
持
参
。申
込
み
は

　
月
６
日
鍾
ま
で
に
金
内
☎
７
１
４

11０
 
５
５
８
７
へ

◆
上
花
輪
文
化
祭
　
　
月
　
日
上
　

11

10

10

時
～
　
時
、　
月
　
日
醤
　
時
～
　

17

11

11

10

15

時
上
花
輪
香
取
神
社
内
修
徳
館
で
。

書
道
、
絵
画
、
写
真
な
ど
展
示
。
問

 安
  喰
 ☎
７
１
２
２
 
５
３
３
８

あ
 
ぐ
い

◆
桜
将
会
将
棋
大
会
　
　
月
　
日
醤

11

11

－

－

－

８
時
　
分
～
　
時
　
分
清
水
正
光
館

30

14

30

で
。８
人
ず
つ
　
組
に
分
か
れ
て
対

10

局
。参
加
費
千
円（
小
中
学
生
　
円
）。

500

申
込
み
は
事
前
に
駒
﨑
☎
７
１
２
２

 
４
４
７
４
へ

◆
拳
志
会
館
交
流
乱
取
試
合
　
　
月
11

　
日
醤
　
時
～
　
時
総
合
公
園
体
育

11

10

16

館
で
。
年
少
か
ら
一
般
の
部
ま
で
全

５
ク
ラ
ス
。
観
戦
自
由
。
問
野
澤
☎

７
１
２
９
 
７
６
４
６

◆
ピ
ア
ノ
ト
ー
ク
リ
サ
イ
タ
ル
　
　11

月
　
日
醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分
南

11

14

30

15

30

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。曲
目
解
説
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
て
。問
宮
入

☎
７
１
２
４
 
９
７
３
７

◆
後
藤
紳
也
日
本
画
展
　
　
月
　
日

11

13

鍾
～
　
日
醤
の
　
時
～
　
時
興
風
会

18

10

17

－

－

－

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。約
　
点
。問（
公
財
）

40

興
風
会
☎
７
１
２
２
 
２
１
９
１

◆
野
田
囲
碁
会
秋
季
囲
碁
大
会
　
　11

月
　
日
日
中
央
公
民
館
で
。
９
時
　

18

30

分
～
　
時
受
付
。　
時
終
了
。棋
力
別

10

17

に
分
か
れ
て
対
局
。参
加
費
千
円（
女

性
・
小
中
学
生
は
　
円
）。問
佐
澤
☎

500

７
１
２
４
 
８
６
０
６

◆
弓
道
へ
の
誘
い
　
　
月
　
日
醤
　

11

18

13

時
～
　
時
　
分
市
民
会
館
、春
風
館
道

17

30

場
で
。講
演
と
体
験
試
射
。小
学
４
年

生
以
上
の
未
経
験
者
。先
着
　
人
。前

200

ボ
タ
ン
の
な
い
服
を
着
用
。当
日
会
場

へ
。問
小
松
☎
７
１
２
４
 
５
１
８
０

◆
野
田
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏

会
　
　
月
　
日
醤
　
時
か
ら
南
部
梅

11

18

14

郷
公
民
館
で
。「
ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー

－

－

－

タ
」や「
四
季
の
歌
」な
ど
。当
日
会
場

へ
。問
志
田
☎
７
１
２
５
 
６
０
９
７

◆
ツ
イ
ン
マ
ザ
ー
交
流
会
　
　
月
　

11

26

日
月
　
時
　
分
～
正
午
総
合
福
祉
会

10

30

館
で
。
双
生
児
・
多
胎
児
を
妊
娠
、

子
育
て
中
の
方
と
子
。
申
込
み
は
　11

月
５
日
鉦
か
ら
地
域
子
育
て
支
援
セ

－

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
　
月
１
日
号
の
正
解
は「
け
ん
こ
う
づ
く
り
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽

１０

３８

選
の
結
果
、当
選
者
は
荒
木
大
輔
様
、金
子
陽
子
様
、斉
藤
美
枝
子
様
、中
村
茂
子
様
、山
崎
雪
絵
様（
五
十
音
順
）で
す
。

ン
タ
ー
☎
７
１
２
１
 
３
０
３
１
へ

◆
冬
の
焼
き
芋
お
泊
り
体
験
　
　
月
12

８
日
上
　
時
　
分
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
駐

11

30

車
場
集
合
、９
日
醤
正
午
解
散
予
定
。

あ
す
な
ろ
の
里（
茨
城
県
常
総
市
）で
。

野
外
炊
飯
も
。
小
学
生
と
保
護
者
。

先
着
　
人
。
費
用
千
円
。
着
替
え
、洗

20

面
具
持
参
。
申
込
み
は
　
月
５
日
鉦

11

～
　
日
鞘
に
 
野
田
子
ど
も
劇
場
☎

16
７
１
２
４
 
８
４
１
９
へ

－

－

競

　森川 結  月 ちゃん 
ゆ づき

・ 森川 陽  翔 くん
はる と

         （H１３.５.２３生）　 　（H１９.４.３０生）
　

　松尾 瞳  磨 くん ・ 松尾
とう ま

 柊 
しゅう

 治 くん
じ

　    （H１５.８.２生）　   （H１８.１１.２７生）
　

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か

ら
F
の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。ヒ
ン
ト
＝
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。（
出
題

＝
秘
書
広
報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
生
徒
が
主
体
と
な
っ

て
展
示
や
講
演
な
ど
を
催
す
行
事
。②
凸

と
―
―
。③
千
歳
飴
に
願
い
を
込
め
て
お

祝
い
を
。⑤
昆
虫
が
脱
皮
し
て
成
虫
に
な

る
こ
と
。⑦
社
会
や
人
の
役
に
立
つ
こ
と
。

「
世
界
平
和
に
―
―
す
る
」。⑩
エ
ゾ
―
―
、

シ
マ
―
―
。餌
は
ド
ン
グ
リ
や
ク
ル
ミ
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
分
数
。
分
子
と
―

―
。④
四
万
十
川
の
流
れ
る
県
。⑥「
海
の

ミ
ル
ク
」と
呼
ば
れ
る
二
枚
貝
。⑧
竹
な

ど
で
編
ん
だ
入
れ
物
。⑨
サ
ン
マ
に
似
た

魚
。漢
字
で「
細
魚
」。⑪
白
鳥
を
英
語
で
。

【
応
募
方
法
】は
が
き
に
　
月
　
日
木
必

１１

１５

着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ
カ
ナ

で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意
見

を
明
記
し
、〒
　
―
8
5
5
0
野
田
市
役

２７８

所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係

ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

に「
図
書
カ
ー
ド
」を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
　
月
１
日
号
で
発

１２

表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
訂
正
と
お
詫
び
…
　
月
　
日
号
の
健
康
ガ
イ
ド
に
掲
載
し
ま
し
た「
骨
太
教
室
」の
対
象
者
を
　
歳

１０

１５

４０

～
　
歳
の
市
民
と
し
ま
し
た
が
、正
し
く
は
　
歳
～
　
歳
の
市
民
で
す
。訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

６０

４０

６４



　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）
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■「野田市郷土博物館」案内図

※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

　
神
社
な
ど
に
奉
納
さ
れ
る
絵

馬
に
は
様
々
な
も
の
が
描
か
れ
、

人
々
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。中
に
は
、古
文
書
で
は
分

か
り
に
く
い
昔
の
 生
  業
 に
関
す

な
り
 わ
い

る
細
か
い
描
写
も
あ
り
、
歴
史

を
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　
醤
油
醸
造
絵
馬
は
、天
保
　15

（
１
８
４
４
）年
に
野
田
愛
宕
神

社
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
野

田
町
の
繁
栄
を
支
え
た
醤
油
醸

造
業
の
様
子
を
伝
え
る
歴
史
資

料
で
も
あ
り
、昭
和
　（
１
９
６

44

９
）年
に
は
、市
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
絵
馬
に
は
江
戸
時
代
の
醤
油

づ
く
り
が
描
か
れ
、
奉
納
者
は

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
醤
油

樽
の
印
の
フ
ジ
ク
ニ（
富
士
国
）

と
サ
ン
コ
ウ（
三
光
）か
ら
 茂
 
も

 木
 
ぎ

 勇
  右
 

ゆ
 
う

 衛
  門
 家
で
あ
る
こ
と

え
 
も
ん

が
分
か
り
ま
す
。
フ
ジ
ク
ニ

は
関
東
醤
油
番
付
に
も
載
っ

て
い
て
、
江
戸
に
も
出
荷
さ

れ
る
同
家
の
主
力
商
品
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
画
面
中
央
上
部
に
小
さ
く

ン
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。後
ろ
を

担
い
桶
を
持
っ
た
蔵
人
た
ち
が

通
っ
て
い
く
姿
も
楽
し
げ
で
す
。

　
こ
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
た
年

の
茂
木
勇
右
衛
門
家
は
、
文
政

５（
１
８
２
２
）年
に
茂
木
七
左

衛
門
家
か
ら
分
家
し
て
独
立
し

た
の
ち
、
醤
油
蔵
を
経
営
し
て

い
た
初
代
の
勇
右
衛
門
が
天
保

　（
１
８
４
１
）年
に
若
く
し
て

12死
去
し
た
ば
か
り
で
苦
し
い
時

期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　
二
代
目
当
主
の
下
で
生
き
生

き
と
働
く
蔵
人
た
ち
の
姿
に
、

子
の
成
長
を
待
つ
母
親
の
気
持

ち
が
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
が
想

像
で
き
ま
す
。
賑
や
か
な
醤
油

蔵
の
様
子
も
少
し
違
っ
て
見
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市の木

けやき

郷土博物館で常設展示中

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）尾崎台クリニック（☎７１２７－６６７７）西村クリニック（☎７１２３－００５０）３日（土）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）野田病院（☎７１２７－３２００）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）４日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）桜台診療所（☎７１２６－２９２９）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）１１日（日）

アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）あらい内科クリニック（☎７１２２－５７２３）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）１８日（日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）山縣医院（☎7125－3741）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）２３日（金）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）岡田小児科医院（☎７１２２－２５１９）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）２５日（日）

描
か
れ
て
い
る
の
は
、 麹
 
こ
う
じ

 室
 で
む
ろ

作
ら
れ
た
麹
を
 麹
 
こ
う
じ

 蓋
 と
い
う
容

ぶ
た

器
か
ら
か
き
出
す
様
子
で
す
。

か
き
出
し
た
麹
は
麹
樽
に
入
れ

て
担
ぎ
、仕
込
桶
に
運
び
ま
す
。

　
画
面
左
側
上
部
に
描
か
れ
た

大
き
な
桶
が
仕
込
桶
で
、
桶
の

上
に
掛
け
た
歩
み
板
に
乗
っ
て

 櫂
 （
か
い

 割
  棒
 ）を
持
っ
た

わ
り
 ぼ
う

 蔵
  人
 が

く
ら
 び
と

 攪
 
か
く

 拌
 を
行
っ
て
い
ま
す
。

は
ん　

こ
の
よ
う
に
出
来
た
 諸
  味
 を

も
ろ
 
み

市
指
定
民
俗
文
化

　
市
指
定
民
俗
文
化
財財

　
    醤
油
醸
造
絵

醤
油
醸
造
絵
馬馬

 槽
 で
搾
っ
て
で
き
た
醤
油
は
、

ふ
ね樽

に
詰
め
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
絵
馬
の
中
央
部
分
が
詰
め

作
業
で
、
自
慢
の
印
を
描
か

れ
た
樽
は
、
い
よ
い
よ
縄
を

掛
け
る
最
終
工
程
と
な
っ
て

い
ま
す
。樽
の
上
部
に
は「
 鏡
 
か
が
み

 書
 」と
い
わ
れ
る

が
き

 杜
  氏
 の
サ
イ

と
う
 
じ

（１６）

市報のだ　第１１２７号　平成２４年１１月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

人口と世帯（２4.１０.１現在）●人口＝１５７,１８３人（－３０）　男＝７９,０２８人（－３）　女＝７８,１５５人（－２７）●世帯数＝６３,２４６世帯（＋５７）　●市の面積＝１０３.５４㎢

▼
キ
ン
モ
ク
セ
イ
が
芳
香
を

放
つ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

景
色
や
季
節
が
当
た
り
前
に

移
り
す
ぎ
て
い
く
こ
と
が
本

当
に
幸
せ
に
思
え
ま
す
▼
震

災
か
ら
１
年
８
か
月
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
東

北
３
県
の
復
興
へ
の
道
の
り

は
、
い
ま
だ
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
▼
市
で
は
、

市
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活

に
向
け
、
震
災
で
破
損
し
た

公
共
施
設
を
復
旧
し
、放
射
能

対
策
に
も
い
ち
早
く
取
り
組

み
ま
し
た
▼
一
方
で
、震
災
の

影
響
が
視
界
か
ら
消
え
る
に

つ
れ
、
記
憶
か
ら
薄
れ
て
い

く
「
絆
」
と
い
う
言
葉
。
今

一
度
思
い
起
こ
し
、
こ
の
言

葉
を
風
化
さ
せ
た
く
な
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
か
）
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